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IMF世界経済見通し(2021年4月時点) 上方修正
巨額の財政出動とワクチン普及を背景に多くの国の成長率が上方修正

（審査確認番号 2021 ‒ TB18）

1/2出所）図表1、2はIMFのデータをもとにニッセイアセットマネジメントが作成

図表1：IMF世界経済見通し 2021年4月時点

IMF世界経済見通しとは？
IMF（国際通貨基金）が毎年2回、通常は4月と10月に発表する世界経済に関する中期的な予測のこ
と。なお、1月および7月にデータを更新したアップデート版が発表される。IMFという国際機関が
中立の立場で発表していることから恣意性が入りにくく、参考にする投資家も多いと言われる。

2021年の成長率予測を上方修正
IMFは4月6日に公表した最新の世界経済見通しで、
2021年の実質GDP(国内総生産)成長率予測を前年比
+6.0%とし、前回1月の見通しから0.5ポイント上方修
正しました(図表1)。 先進国を中心に新型コロナウイ
ルスワクチンの普及が進んでいることや、米国で大規
模な追加経済対策が実現し、世界景気の回復が加速す
るとの期待が高まっていることを反映したものとみら
れます。今回の見通しでは、ワクチン接種が進む米国
や英国などの多くの国の成長率を上方修正しました。
IMFは、新型コロナ感染拡大に関連した各国の大規模
な財政出動が世界経済を下支えしたと評価する一方、
ワクチン普及が遅れる新興国などで感染拡大を抑える
ことができなければ、世界経済は急減速する可能性も
あるとの懸念を示しています。
成長率予測の上方修正をけん引したのは、米国と中国
です。米国の2021年の成長率予想は同+6.4%、中国
は同+8.4%となりました。米国は、バイデン政権によ
り3月に大規模な追加経済対策が成立し、景気の早期
回復期待から前回見通しより1.3ポイント上方修正され
ました。中国は、早期のロックダウン（都市封鎖）で
感染拡大の抑え込みに成功し、経済活動がほぼ正常化
していることや、政府によるインフラ投資なども追い
風に前回見通しから0.3ポイント上方修正されました。

新興国は先進国よりも回復に遅れも
先進国・地域の2021年の実質GDP成長率は前年比
+5.1%と、前回から0.8ポイント上方修正されました
(図表2)。米国の大規模な追加経済対策の成立やワク
チン早期普及期待が主因とみられます。新興国の
2021年の実質GDP成長率は同+6.7% と、前回から
0.4ポイント上方修正されたものの、上昇幅は先進国
を下回りました (図表2)。財政がぜい弱で、新型コロ
ナウイルスの対策費を十分に確保できない新興国とワ
クチン接種が進む先進国とで景気回復のスピードに差
が出ていることが鮮明となりました。

図表2：主要国の2021年実質GDP成長率見通し

（注）各国・各地域の実質GDP成長率（前年比）
※1 インドは年度ベース（各年の4月～翌年３月）
※2 インドネシア、マレーシア、フィリピン、タイ、ベトナム
※3 オーストラリアは2020年10月時点見通しとの比較
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